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塩谷町は、栃木県の中央やや北部、東京から
約120㎞の距離にあり、面積は176.06㎢で約64%を山林
原野が占め、総人口は、令和7年12月1日現在9,530人で、
県内において最も人口が少ない町です。

北部には、日光国立公園の一部である高原山があり、
林産資源に富み、一級河川である荒川と鬼怒川が町の
両側を囲みながら南流し、中部から南部にかけては肥
沃な農業地帯となっています。
標高の最も高いところは、町の最北端高原地区にあ

る釈迦ヶ岳の海抜1,794.9mで、最も低いところは、肘
内地区の海抜181mです。
明治22年に町村制が施行され、現塩谷町の北部に玉

生村、西部に船生村、南部に大宮村の3村が設立されま
した。昭和32年には、3村が合併して現在の町域を持つ
塩谷村が誕生し、昭和40年に町制が施行され、現在の
塩谷町となりました。
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森林由来J-クレジットとは？

・ 日本における独自の国内クレジット制度

・ 省エネ、再エネ、工業プロセス、農業、廃棄物、森林などの分野の方法論がある

「J-クレジット
制度HPより抜粋」



森林由来J-クレジットの現状①

・ J－クレジットの累計認証量約1,208万t-CO2に占める割合は、「森林経営活動」分が11.6％

・ 森林経営活動では2025年3月までに累計約140.0万t-CO2分のクレジットが認証

2024年度の認証量の伸びは過去最高、大規模プロジェクトの増加が一因

「林野庁講演資料より抜粋」



森林由来J-クレジットの現状②

2021年のJ-クレジット制度改正によって、原則８年間だった森林管理プロジェクトの認証対象

期間が最大１６年まで延長可能となった。→森林管理プロジェクトは新局面へ

公有林、社有林
登録件数の約8割

「林野庁講演資料より抜粋」



塩谷町の状況

2023年11月「ゼロカーボンシティ宣言」表明

2024年 4月 J-クレジット創出の検討開始（町有林約200ha）

町内約6,500haに及ぶ私有林の、ほぼ全域でJ-クレジット制度が

活用できていない（森林所有者に認知すらされていない）

遊休財産



森林由来J-クレジット拡大のために求められる仕組み

プロジェクト登録件数の約８割が公有林と社有林

創出されたクレジットを販売するための出口戦略

私有林（零細な山林所有者）が参画できる仕組みづくり



創出をデジタルツールを活用して支援し、出口戦略としても活用できる「森かち」
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各者の連携強化

2025年10月 「森林資源を活用した環境価値創出に関する連携協定」締結

塩谷町 ・ J-クレジットの創出・販売
・ J-クレジットの収益の一部
（私有林分）を森林所有者に還元

たかはら森林組合 ・ J-クレジット創出のための森林情報を提供
・ 森林所有者から委託を受けて森林経営計画

に沿った施業を実施

住友林業㈱
NTTドコモビジネス
㈱

・ 「森林価値創造プラットフォーム
（森かち）」を提供しJ-クレジットの
創出・販売を支援

・ 森林情報のデジタル化と活用支援



主伐の取扱

・ 主伐後に再造林を行った場合、標準伐期齢等に至るまでの炭素蓄積量を吸収量として

排出量から控除することができる

・ ただし、標準伐期齢等に到達するまでの期間（再造林モニタリング期間）、生育に関

わる情報を保存しなければならず、伐採、開発、自然攪乱等による影響を受けていな

いことが確認できる写真や衛星画像などを提出する必要がある。

主伐（皆伐）のイメージ

他の所有者の
利益を相殺

主伐を禁止

排出として取扱

「住友林業㈱提供資料より抜粋」



プロジェクト期間

「住友林業㈱提供資料より抜粋」



今後のスケジュール

＜2025年度＞

・ 森林所有者約380人の意向調査

・ 対象となる森林の施業履歴、森林経営計画情報の整理

森林計画図や航空レーザー計測など森林情報の収集

＜2026年度＞

・ 対象となる森林をゾーニング

（木材生産に適した森林とCO₂吸収機能を発揮させる森林を設定）

・ 「森かち」を活用しプロジェクト登録

＜2027年度＞

・ クレジットの認証・発行手続きをして、「森かち」で販売



今後の展望

森林経営管理制度

■林業経営が行われていない森林が対象
・ 森林経営計画が未策定
・ 2014年以降施業履歴がない
■期待する効果
放置林の適正管理→山地災害防止、水源涵養

■町の仕掛け
集積計画策定時に、J-クレジット創出の同意取得

J-クレジット制度

■林業経営が行われている森林が対象
・ 森林経営計画が策定
・ 施業履歴がある（1990年以降）

■期待する効果
塩谷町：自主財源の獲得→森林整備や町のPR
所有者：収益源の多様化→持続可能な森林経営

森林の新たな経済的価値の創出 森林の多面的機能の発揮

売却益の還流

森林施業

森林資源の「サーキュラーエコノミー」



ご清聴ありがとうございました

自然と人の鼓動が響く湧水のまち
塩谷町

全国名水百選認定 尚仁沢湧水群
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